
平成２７年３月３日  

 

 

全国「道の駅」と徳島大学の連携協定を締結 

 

１．概要 

「道の駅」には地域の観光資源や魅力を語る人材が集まっており，地域

の課題を解決する拠点となっています。 

 一方，将来の地域活性化の担い手となる人材育成，確保を図るため，

実践的な就労体験等を通じた学習機会の創出が必要です。 

 このたび，全国「道の駅」連絡会と徳島大学は，道の駅を舞台に学生

の就労型体験実習を進めるため，連携協定（「道の駅」就労体験型実習の

実施に関する基本協定）を締結することとしました。 

 これにより，学生は全国の道の駅での就労体験型実習が可能となりま

す。 

 

２．日時  平成２７年３月９日（月）１５：３０～１６：００ 

 

３．場所  徳島大学事務局 ２階 第２会議室 

 

４．内容 

  同連携協定を利用して，平成２８年度開設予定の新学部「生物資源産

業学部（仮称）」を中心に学生を派遣する予定です。 

 

 ※調印式は撮影可，調印式後には取材対応可です。 

 
 
 
 
 

徳島大学（学長：香川 征）では、全国「道の駅」連絡会と就労体験

型実習の連携協定の締結を以下のとおり実施いたします。 

お問い合わせ先 

部局名 学務部 

責任者 キャリア支援課長 武田 仁志 

担当者 同上 

電話番号 ０８８－６５６－７０９６ 

メールアドレス careersk@tokushima-u.ac.jp 



「道の駅」と大学の連携について

○ 「道の駅」における大学との連携、受入体制を整備し、若者の就労体験や交流の場として活用。

○ 地域の魅力の集まる「道の駅」と、観光学等を学ぶ地域外の若者が交流することで、新たな価値の創造を図る。

○ 道の駅と大学のニーズに応じ、「連携企画型」と「就労体験型」の２種類の形で実施

学生 「道の駅」

若者の視点・スキル等の
活用

就業体験の場の提供
田舎暮らし・地域との交流

指導・助言

大学（観光学部等）

相談

実施イメージ

地元名産品「霧の森大福」

・H15からこれまで約１１０名が実施

・そのうち２名が「道の駅」へ就職

＜就労体験型＞

「霧の森」（愛媛県四国中央市）

＜連携企画型＞

京都府亀岡市、南丹市、
京丹波町の道の駅

大学生が企画したイベント

道の駅弁当「かなん冬の恵み」

これまでの実施例

・道の駅と大阪府立大学の大学
生のコラボによりオリジナル弁
当を開発

・地元イベントの企画立案、実施補助のほか、
道の駅内で製造されている地元名産品の製
造・販売の補助を実施。

・H25年度は１０名受け入れ、うち７名は関西圏
の大学から参加

包装デザイン打合せ

※全国「道の駅」連絡会で
双⽅のニーズをマッチング

「かなん」（大阪府河南町）

・京都精華大学の大学生が、道
の駅で販売するスイーツパッ
ケージをデザイン



・地元伝統野菜を活用した道の駅弁当
（大阪府立大学）

・地場産品を活用したお土産品開発
（弘前大学）

・地域巡りガイド（跡見学園女子大学）
・日帰り観光プラン作成（和歌山大学）

・キャンプ場を起点とした地域活性化（和歌山大学）
・ご当地キャラクターの発案・活用（大妻女子大学）

○ 観光

地域巡りガイドの様子

出典）各大学ホームページ参照

○ 商品開発

○ まちづくり・地域活性化

項 目 連携企画型 就労体験型

概 要
「道の駅」側と大学側でお互いのニーズを確認し、付加
価値を創出する企画・立案等を行うもの

「道の駅」の運営業務において、若者の視点、感性やITス
キル等を通して新たな行動や発見を期待するもの

内容例 地域巡りツアー企画、商品開発、売場改善 等
イベントの企画・運営、新しい観光資源の発掘
農作業の体験、地元産品を使った商品開発
物産販売の補助、ＨＰ等による情報発信の提案・実施 等

期 間 通年の授業の中での通いを想定
概ね２週間以上の長期宿泊型を想定
（夏期休暇期間活用）

受入学生 道の駅近傍の大学を想定 全国の大学を想定

受入人数 ゼミ単位（少人数～10名程度のグループを想定） 数名

＜就労体験型の実施スケジュール（イメージ）＞＜連携企画型の事例＞※道の駅ではない事例も含む

大学と全国「道の駅」連絡会で
基本協定の締結

「道の駅」の受入概要調整

学生の派遣希望

～3月

～5月

全国「道の駅」連絡会による
マッチング

就労体験実施7,8月
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